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注目
情報 1

［条例を制定］
地
下
水
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

井
戸
の
設
置
状
況
な
ど
届
け
出
を

「
安
曇
野
市
地
下
水
の
保
全
・
涵か
ん
よ
う養
及
び
適
正
利
用
に
関
す
る
条
例
」（
以
下
条
例
）
が
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
既
存
、新
設
す
べ
て
の
井
戸
に
つ
い
て
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

取
水
ル
ー
ル
を
条
例
化

こ
の
条
例
に
は
、
地
下
水
を
市
民
共

有
の
財
産
と
し
て
、地
下
水
利
用
者（
井

戸
等
）
の
利
用
状
況
の
届
け
出
お
よ
び

年
間
利
用
量
の
報
告
の
義
務
化
、
新
規

取
水
者
の
事
前
届
け
出
制
お
よ
び
一
定

量
以
上
を
取
水
す
る
場
合
等
の
事
前
協

議
の
義
務
化
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ

ー
に
示
し
た
と
お
り
、
地
下
水
を
利
用

す
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

既
に
井
戸
を
お
持
ち
の
人
は

9
月
30
日
ま
で
に
届
け
出
を

井
戸
の
設
置
場
所
や
地
下
水
の
使
用

目
的
な
ど
取
水
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
市
内
に
井
戸
を
所
有
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
、
市
内
の
井
戸
を
借
り
受
け
て
い

る
人
は
、
氏
名
や
井
戸
の
設
置
場
所
、
取

水
量
な
ど
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
で
井
戸
の
設
置
を
把
握
し
て
い
る

人
に
は
、
6
月
下
旬
こ
ろ
ま
で
に
ご
通

知
し
ま
す
の
で
、
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
通
知
が
届
か
な
い
人
は
、
次

の
と
お
り
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
書
類
設
置
場
所　

地
下
水
採
取
届
出

書
は
、
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

で
き
ま
す
。

●
提
出
期
限　

9
月
30
日
（
月
）
ま
で

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

井
戸
の
新
設
や
増
設
も

事
前
の
届
け
出
を

こ
れ
か
ら
井
戸
の
新
設
や
増
設
を
さ

れ
る
人
は
、
事
前
の
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
規
定
量
以
上
（
１

日
１
０
０
㌧
以
上
、
ま
た
は
取
水
口
の

断
面
積
が
12
平
方
㌢
メ
ー
ト
ル
以
上
）

の
地
下
水
を
新
規
に
取
水
す
る
場
合

（
増
設
の
場
合
を
含
む
）、
あ
る
い
は
規

定
量
以
下
で
あ
っ
て
も
取
水
が
水
道
水

源
お
よ
び
井
戸
、
湧
水
に
支
障
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

協
議
を
行
い
、
市
長
は
計
画
変
更
や
中

止
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
書
類

設
置
場
所
お
よ
び
提
出
先
は
上
記
と
同

じ
で
す
が
、
事
前
に
生
活
環
境
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

1
日
10
㌧
以
上
利
用
し
て
い
る
人
は
、

平
成
26
年
度
以
降
毎
年
報
告
を

１
日
10
㌧
以
上
の
地
下
水
を
取
水
し

て
い
る
人
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
前
年

度
の
取
水
量
を
毎
年
5
月
31
日
ま
で
に

生
活
環
境
課
へ
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

穂
高
総
合
支
所
内
生

活
環
境
課
環
境
保
全
係

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

御宝田遊水池（明科）に設置されている手洗い用の井戸

◆条例のポイントを紹介します

■地下水の保全・涵養のポイント
○市は、水環境基本計画を策定。地下水の保全・涵養、適正利用のため

長期的に取り組みます。
○地下水の水位や水質などを調査し、公表します。
○地下水の涵養のための対策に係る経費の一部を、地下水採取者および

地下水利用者に対して協力金を求めることができます。

■その他のポイント
○市は、必要な場合に土地または、建物に立ち入り、地下水に関する調

査や助言、指導を行います。
○届け出・協議をせず、あるいは、虚偽の届け出等をした場合に氏名等

を公表。この場合に、罰則を科します。

◆地下水の涵養等◆
～減少する地下水を増やそう～

　市民、事業者、行政のそれぞれ
の役割を明確にし、次のとおり地
域ぐるみで地下水の保全・涵養・
適正な利用に取り組みます。

■役　　　割　　
□市の役割…計画的に地下水の保

全・涵養のための施策を実施
□市民・事業者の皆さんの役割
　自ら地下水の保全・涵養に努め、

市が進める地下水の保全・涵養
の取り組みへ協力

□地下水利用者の役割…採取量の
縮減に努めることや採取した地
下水の再利用等

■今後の取り組み

平成 25 年 4 月から
取水ルール等条例制定
・地下水利用状況の届け出など
　（既存の場合は 9 月 30 日まで）

⇩

転作田湛
たんすい

水等試験事業完了後
・転作田湛水など涵養事業の拡大

※麦後転作田湛水

⇩

涵養事業の進捗状況により
・地下水の涵養のための協力金制

度の導入

※麦後転作田湛水…7 月から 8 月にか
けて麦の収穫が終わった転作田に水
を張ること

第１ステップ

第 2 ステップ

第 3 ステップ

新規・既存に関わらず届け出

既存は平成25年9月30日までに届け出

地下水取水により周辺への

影響を及ぼすおそれがある

●地下水採取計画
●周辺住民等に対する周知
●節水・涵養計画の有効性

地下水取水量を
毎年5月31日
までに報告

（場合により再度、
事前協議）

地元説明会の結果報告と

届け出（計画変更あり）

■取水の届け出のポイント


